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第　三　回
臨時市議会

敬
老
祝
金
な
ど
を
可
決

　
去
る
二
十
三
日
開
か
れ
た
、
第
三

回
臨
時
市
議
会
は
、
敬
老
祝
金
支
給

条
例
な
ど
四
議
案
を
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、
こ
の
う

ち
県
下
で
は
じ
め
て
制
定
さ
れ
た
条

例
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
敬
老
祝
金

支
給
条
例
と
、
ね
た
き
り
老
人
見
舞

金
支
給
条
例
に
っ
い
て
あ
ら
ま
し
を

お
し
ら
せ
し
ま
す
．

　
な
お
同
市
議
会
で
十
日
町
小
学
校

敷
地
拡
張
、
而
道
新
座
三
号
線
側
溝

改
修
、
同
中
沢
二
号
線
拡
張
、
な
ど

3
件
の
請
願
と
、
春
出
帥
区
舗
装
側

溝
歩
道
整
備
の
陳
情
が
関
係
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
ら

七
十
才
～
九

十
才
に
祝
金

敬
老
祝
金
支
給
条
例
は
、
高

齢
者
に
、
敬
老
の
意
を
表
し
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
敬
老
の
日
ま
で
、
市
内
に
六
ヵ

月
以
止
居
住
し
、
七
申
才
以
上
と
な

る
も
の
に
対
し
、
毎
年
祝
金
を
支
給

す
る
も
の
で
、
祝
金
の
額
は
、
年
額

七
十
才
以
上
午
円
、
八
＋
才
以
上
二

手
円
、
九
十
才
以
上
三
千
円
で
す
。

県
下
で
は
じ
め
て
の
施
策

ね
た
き
り
老

人
に
も
見
舞

金
　
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
支

給
条
例
で
、
市
内
に
居
住
し
、
六

十
五
才
以
上
の
も
の
の
う
ち
居
宅
で

引
き
つ
穿
き
一
ヵ
缶
以
上
ね
た
き
り

で
、
常
に
介
護
を
要
す
る
も
の
を
対

象
と
し
、
見
舞
金
を
麦
給
す
る
も
の

で
、
月
額
千
円
を
七
月
、
十
一
月
、

一
三
月
藷
蒼
の
至

盛
況
だ
っ
た
移
動
市
役
所

質
問
要
望
事
項
が
四
十
八
項
目

嘉
民
馨
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
移
動
市
役
所
は
．
去
月
三
十

一
日
下
婁
を
皮
切
昌
暴

＝
、
六
箇
、
氷
沢
、
吉
田
地
区
の
順

で
、
市
内
五
ヵ
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
各
会
場
と
も
婦
人
も
加
わ
っ
て
約

　
一
百
五
十
人
前
後
の
市
民
が
集
ま
り
、

真
剣
に
、
地
域
の
要
望
を
訴
え
て
い

ま
し
た
が
、
市
街
地
を
還
く
離
れ
た

地
区
だ
け
に
、
時
代
を
反
映
す
る
過

疎
間
題
や
、
冬
期
間
の
道
路
確
保
、

教
育
行
政
な
ど
を
中
心
と
し
た
四
十

八
項
目
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
側
は
、
村
山
市
長

以
下
各
課
長
が
、
関
係
事
項
に
つ
い

憂
弁
い
た
し
ま
し
麩
村
鴇

長
は
、
移
動
市
役
所
の
各
会
場
に
お

い
て
、
特
に
本
年
は
、
豪
雪
に
つ
い

て
前
向
き
の
姿
勢
で
取
り
組
む
と
い

う
所
信
を
明
ら
か
に
し
、
山
間
地
の

変
通
確
保
に
、
又
老
人
対
策
、
山
間

地
農
業
の
振
興
な
ど
、
キ
メ
の
細
か

い
施
策
を
進
め
る
と
確
約
し
て
、
地

域
住
民
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
市

政
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。【
写
真
は
移
動
市
役
所
会
場
”
下
条

　
地
区
“
】

一一
中
小
企
業
の
福
祉

一
施
設
改
善
融
資

　
　
　
昭
和
四
十
四
年
度
の

　
　
　
申
込
受
付
始
ま
る
〃

◎
貸
付
対
象
者

　
県
内
に
事
業
所
を
も
ち
、
常
用
従

醗
　
驚
謹

の
割
賦
償
還
と
す
る
．

◎
取
扱
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
新
潟
相

互
銀
行
、
大
光
相
互
銀
行
の
本
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

㎜業昌
数
三
百
八
（
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
五
十
人
）
以
下
の
事
業
主
。

囎
　
　
主
な
構
成
昌
が
、
中
小
企
業
で

誓
中
小
企
業
嚢
（
法
人
格
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
）

◎
貸
付
限
度
額

　
所
要
総
経
費
の
九
十
％
以
内
で

　
企
樂
内
施
設
最
高
　
　
三
百
万
円

　
共
同
施
設
　
　
　
　
　
一
手
万
円

◎
利
率

　
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
の
あ
る

燗嗣　　騰雛

　
　
　
蝋

　
　
　
㎜

　
　
　
辮
懸
號

鎌．

三
百
人
の
主
婦
が

　
　
　
　
　
　
　
　
市
政
を
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
矛
一
回
施
設
見
学
終
わ
る

　
市
政
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う

市
の
施
設
見
学
は
、
去
る
十
日
か
ら

七
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
約
三
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
婦
人
会
員
を
対
象
に
、
吉

田
小
泉
地
区
の
一
枚
二
反
歩
の
大
き

な
た
ん
ぽ
や
、
一
団
地
十
町
歩
と
い

う
日
本
一
の
ホ
ッ
プ
園
、
台
所
を
あ

す
か
る
主
婦
に
直
接
関
係
の
深
い
ゴ

ミ
焼
却
場
な
ど
を
バ
ス
で
案
内
し
、

最
後
は
、
市
役
所
を
見
学
し
て
、
市

政
の
あ
り
方
な
ど
に
っ
い
て
話
し
合

う
と
い
う
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
行
事
の
案
内
に
は
、
村
山
而

長
、
小
川
助
役
、
高
禾
収
入
役
の
三

役
が
見
学
者
と
同
乗
し
、
説
明
に
あ

た
り
ま
し
た
が
、
は
じ
め
て
見
る
施

設
や
事
業
に
興
味
を
も
っ
て
熱
心
に

見
学
し
、
市
の
現
況
が
理
解
で
き
た

と
、
今
後
も
広
く
各
層
に
も
見
せ
て

続
け
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
ま
し
た

【
写
真
は
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を

き
く
婦
人
た
ち
】

ダ
ム
放
流
に

注
意

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
国
鉄

信
濃
川
発
電
所
で
は
、
水
難
防
止
に

万
全
を
期
す
る
た
め
、
ダ
ム
放
流
警

報
用
サ
イ
レ
ン
を
八
箇
所
、
ま
た
警

告
札
を
二
十
箇
所
設
置
い
た
し
ま
し

た
の
で
信
濃
川
で
の
作
業
や
釣
り
特

に
こ
ど
も
の
水
遊
び
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
警
察

官
採
用
試
験

1
、
　
（
募
集
）
期
間

　
昭
和
四
十
四
年
八
月
二
十
九
日
ま

　
で
2
、
場
所

県
警
察
本
部
警
務
課

十
日
町
警
察
署
（
派
出
所
、
駐
任

所
で
も
受
付
ま
す
）

、
採
用
予
定
人
員

男
・
警
察
官
約
百
四
十
名

．
受
験
資
格

昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
、
た
だ
し
、
昭
和
四
十
五

年
三
月
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
は

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。

原
水
爆
禁
止
市

民
大
会

市
原
水
協
は
今
年
も
、
原
爆
禁
止

被
爆
者
救
援
対
策
の
た
め
、
つ
ぎ
に

一
よ
り
市
民
大
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

一．
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
任
住
の
方
で
、
被
爆

一
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
会
長
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

　
　
会
長
服
部
慶
円

　
副
会
長
　
樋
口
政
太
郎

　
　
〃
　
西
郷
美
遊
喜

　
事
務
局
　
市
役
所
、
庶
務
課

と
き
八
月
六
日
、
午
後
八
時
か

　
　
　
ら

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
民
体
育
舘

　
田
川
橋
が
交
通

　
止
め

　
　
　
　
　
笹
の
沢
地
内
も

　
市
内
田
川
町
通
り
の
田
川
橋
が
六

月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
五
出
ま
で

架
換
工
事
の
た
め
、
諸
車
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ろ
廻
路
は
新
座
廻
り
で
、

仮
橋
は
あ
り
ま
す
が
、
歩
行
の
み
変

通
司
能
で
す
。

　
国
道
二
五
三
号
線
、
笹
之
沢
地
内

で
、
国
道
改
良
工
事
の
為
七
月
十
日

～
八
月
十
日
ま
で
、
変
通
止
と
な
り

夜
間
は
小
型
四
輪
の
う
廻
路
が
あ
り

ま
す
。

市
民

一
人
当
り
2
6
万
円

昭
和
42
年
の
市
民
所
得

　
昭
和
四
十
二
年
の
市
民
分
配
所
得

は
総
額
約
百
二
十
八
億
八
千
万
円
で

前
年
に
比
べ
十
二
億
七
千
九
百
万
円

十
・
八
％
の
伸
び
で
あ
り
ま
す
。

　
雇
用
者
所
得
は
前
年
に
比
ぺ
十
四

・
五
％
個
人
財
産
所
得
は
そ
れ
ぞ
れ

十
七
・
九
一
％
、
十
八
・
〇
一
％
の

伸
び
で
法
人
所
得
は
わ
す
か
二
・
四

％
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
結
果
市
民
一
人
当
り
分
配

所
得
額
は
二
十
六
万
四
百
七
十
九
円

で
す
。

　
個
人
所
得
と
そ
の
処
分

一
し
翻
噺
離
警
璽

億
八
千
八
百
万
円
で
、
前
年
に
比
ぺ

十
八
億
八
千
四
百
万
円
十
六
・
五
％

の
伸
び
で
、
一
人
当
り
二
十
六
万
八

千
九
百
三
卜
九
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
個
人
所
得
総
額
の
う
ち
約

七
十
四
・
九
％
が
個
人
消
耗
支
出
で

個
人
消
耗
の
う
ち
、
飲
食
費
の
占
め

る
割
合
（
エ
ン
ゲ
ル
係
数
）
は
三
十

・
三
六
％
で
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
の
市
内
生
産
所
得

は
百
三
十
七
億
六
千
五
百
万
円
で
、

前
年
比
べ
約
二
十
一
億
六
千
百
万
円

十
八
・
六
％
増
加
し
産
業
別
で
は
第

一
次
産
業
が
二
十
六
・
五
四
％
、
第

二
次
産
業
二
十
・
八
八
％
、
第
三
次

産
業
十
三
・
五
六
％
の
伸
び
で
、
こ

の
結
果
就
業
看
一
人
当
り
総
生
産
は

前
年
よ
り
十
七
％
増
の
四
十
七
万
五

一
手
吾
九
＋
九
男
な
呈
だ
．
『

　
郵
便
番
号
は
住
所

　
の
一
部
で
す

郵
便
番
号
製
が
題
し
て
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
ヵ
年
経
過
し
ま
し
た
．

　
こ
の
間
番
号
記
載
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
漉
、
な
お
湧
蚕

力
を
お
願
レ
し
て
お
り
ま
す
　
　
　
｝

夏
だ
よ
り
は
郵
確
号
を
知
ら
遵

あ
う
チ
ャ
ン
ス
で
す

　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

住
民
登
録
し
な
い
と

　
　
　
　
選
挙
権
な
く
な
り
ま
す

去
る
七
月
二
十
日
か
ら
住
民
基
本
台

帳
と
、
選
挙
人
名
簿
が
統
一
的
に
運

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
選
挙
人
名
簿

の
登
録
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
住
民
基
本
台
帳
へ
の
届
出
を
翁
こ

た
り
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
入
場
券
の
半
券
は
必
ら

　
ず
受
取
リ
ま
し
ょ
う

　
映
画
、
演
劇
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

ま
た
は
見
せ
物
等
の
主
催
看
は
、
税
．

務
署
か
ら
変
付
を
受
け
た
入
場
券
ま

た
ま
承
認
を
受
け
た
入
場
券
を
使
用

し
譲
の
際
そ
の
象
の
堂

を
切
り
取
っ
て
入
場
者
に
返
す
こ
と
㎝

塞
て
い
ま
す
・
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
入
場
券
の
半
片
を
受
け
取
る
こ
と
一

に
よ
っ
て
完
全
に
入
場
税
が
納
税
さ
　

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
寄
　
付

　
本
町
六
丁
目
一
、
中
村
則
之
さ
ん
『

は
こ
の
ほ
ど
母
ひ
さ
さ
ん
死
亡
に
よ

る
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円
を
社
会

福
祉
學
業
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
保
育
所
入
所
児
童
申
請
受
付
け

こ
の
ほ
ど
、
川
治
上
町
地
内
に
市
豆
「
川
治
保
育
所
」
が
、
十
月
一

日
開
所
予
定
で
建
設
中
で
、
つ
ぎ
に
よ
り
入
所
児
童
の
申
請
を
受
付

け
ま
す
。

1
、
保
育
所
の
所
在
地
、
市
内
川
治
上
町
市
立
「
川
治
保
育
所
」

2
、
申
請
受
付
期
間
　
八
月
一
日
～
八
月
七
日

3
、
提
出
先
　
十
日
町
市
社
会
福
祉
串
務
所

4
、
申
謂
用
紙
十
日
町
而
社
会
福
祉
卑
務
所
に
あ
り
ま
す
。

5
、
入
所
予
定
人
員
　
定
員
百
二
十
人

　
　
内
訳
　
三
才
未
満
児
二
＋
四
人
　
三
才
以
上
児
九
十
六
人

6
、
入
所
予
定
日
十
月
一
日
（
認
可
予
定
日
）

7
、
入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
、
住
民
登
録
し
て
あ
っ
て
、
保
育
に

　
欠
け
る
児
童

　
※
入
所
中
の
児
童
の
一
部
移
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
保
育
所

　
に
つ
い
て
も
、
申
請
受
付
け
ま
す
．

　
十
日
町
保
育
所
（
学
校
町
）
高
山
保
育
所
（
高
山
）
北
越
保
育
園

　
（
本
町
六
）
十
日
町
幼
児
園
（
本
町
一
）

　
　
◇
公
民
舘
だ
よ
り
◇

　
　
　
十
日
町
青
年
学
級

と
き
七
月
二
十
九
日
、
八
月
五
日

　
　
　
　
午
後
ヒ
時
聖
九
時

講
師
野
本
郁
太
郎
先
生

　
　
　
　
　
「
全
体
掌
習
－
恋
愛
論
」

　
　
　
十
日
町
婦
人
学
級

八
月
七
日
　
午
後
一
時
三
十
分
聖
三
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
「
食
事
を
考
え
る
」

講
師
新
潟
友
の
会
西
田
ハ
ッ
先
生

　
　
　
幼
児
家
庭
教
育
学
級

と
　
き
　
八
月
五
日

　
　
　
　
　
「
幼
児
の
心
理
的
発
達
と
反
抗
」

　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

講
師
新
潟
青
陵
幼
稚
園
吉
原
ヒ
ロ
、
ミ
先
生

　
　
　
少
年
家
庭
教
育
学
級

と
　
き
　
八
月
五
日
　
午
後
七
時
～
九
時

　
　
　
　
　
「
思
春
期
の
親
の
配
慮
」

講
師
十
日
町
保
健
所
長
丸
田
貞
介
氏

　
　
　
手
　
芸
　
教
　
室

と
き
八
月
六
日
午
後
七
時
≧
九
時

　
　
　
　
　
「
ア
ン
ダ
リ
ヤ
パ
ッ
ク
の
作
り
方
」

　
　
　
　
　
五
回
目

講
師
田
村
恭
子
先
生

と期場期期期

　
料
　
理
　
教
　
室

き
八
月
九
日
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三

　
　
　
　
　
　
　
　
十
分

　
　
　
「
パ
ー
ベ
キ
ユ
ー
の
作
り
方
」

献
血
車
ゆ
う
あ
い
号
の
日
程

日
　
八
月
八
日
　
午
前
＋
時
～
十
二
時
午
後
一

　
　
時
～
三
時

所
　
水
沢
出
張
所

　
　
　
（
水
沢
地
区
で
、
六
月
二
十
三
日
ま
で
に

　
　
　
　
申
込
ま
れ
た
方
も
、
当
日
実
施
い
た
し

　
　
　
　
ま
す
）

◇
青
少
年
ホ
ー
ム
だ
よ
り
◇

　
茶
　
道
　
教
　
室

日
　
七
月
二
十
八
日
（
月
）

花
　
道
　
教
　
室

日
　
七
月
三
十
一
日
（
木
）

洋
　
裁
　
教
　
室

日
　
七
月
二
十
八
日
（
月
）
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8
月
2
0
日
ま
ぐ
夏
の
交
通
事
故
防
止
月
間
V

酒
よ
い
運
転
、
暴
走
は
や
め

　
夏
の
交
通
箏
故
防
止
強
調
月
間
が

八
月
二
十
日
ま
で
全
県
的
に
展
開
さ

れ
ま
す
。
市
変
通
対
策
協
議
会
で
は

こ
の
期
間
中
、
お
盆
を
中
心
に
十

日
町
警
祭
署
と
協
力
し
て
、
交
通
指

よ
ろ
ノ

親
が
模
範
を
示
す
こ
と

導
の
険
間
所
を
設
け
る
ほ
か
。
児
童

生
徒
の
交
通
扇
故
防
止
の
た
め
各
塚

庭
に
対
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
呼
び
か

一
け
て
い
ま
す
．

あ
が
リ
酒
を
飲
ん
だ
ら

　
　
　
　
　
　
　
運
転
し
な
い
よ
う

　
例
年
の
よ
う
に
、
七
、
八
月
は
交

廼
事
故
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
原

因
G
①
酒
よ
い
運
転
、
②
夜
間
ド
ラ

を
パ
ー
の
増
加
、
③
お
盆
、
お
祭

り
、
海
水
浴
な
ど
レ
ジ
ヤ
ー
に
よ
る

車
の
増
加
と
つ
か
れ
、
④
暑
さ
か
ら

く
る
気
の
ゆ
る
み
、
⑤
夏
休
み
に
よ

る
子
供
の
き
ま
り
を
忘
れ
た
生
活
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
十
日

町
市
は
、
建
築
な
ど
が
さ
か
ん
で
あ

が
り
酒
な
ど
を
飲
む
機
会
が
多
い
よ

う
で
す
か
ら
、
飲
酒
還
転
は
絶
対
に

周
囲
に
グ
ッ
・
ク
塀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
営
プ
塞
ル
開
場

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
市
で

は
去
る
十
五
日
か
ら
、
市
営
ブ
ー
ル

を
開
場
し
て
い
ま
す
．

　
こ
と
し
は
ブ
ロ
ル
の
　
　
を
　
ナ

舖
韓
監
、
鰐
卿

場
を
広
く
し
て
入
り
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
た
の
で
、
多
数
の
剰
用
を
望

ん
で
い
ま
す
．

　
な
翁
入
場
料
は
、
大
人
三
十
円
、

腐
校
生
二
十
円
、
中
学
生
以
下
†
、
円

で
す
．
開
場
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
九
時
で
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

山
ハ
箇
小
に
プ

ー
ル
完
成

　
六
箇
小
に
こ
の
ほ
ど
待
望
の
ブ
ー

ル
が
で
き
あ
が
り
、
去
る
二
十
日

午
後
か
ら
ブ
ー
ル
開
き
を
か
ね
て
竣

工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
ブ
ー
ル
は
、
工
費
百
七
十
七

万
円
で
、
長
さ
二
十
擁
、
巾
八
切
、

学
校
の
付
近
を
流
れ
る
羽
根
川
の
伏

流
水
を
利
用
し
て
っ
く
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
の
夏
休
み
は
安
全
な
ブ
ー
ル

で
泳
げ
る
と
父
兄
は
安
心
だ
と
い
い

こ
ど
も
た
ち
も
大
書
び
で
し
た
．

六箇小ブール↑

↓　1而営ゲール　　（NHK提供）

や
ら
な
い
よ
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
各
家
庭
廼
は
親
自
身
交
通
規
則
を

守
り
、
こ
ど
も
の
模
範
を
示
す
こ
と

が
第
一
で
、
道
路
へ
の
と
び
出
し
車

の
直
前
、
直
後
の
横
断
、
路
上
で
の

遊
び
な
ど
、
よ
く
い
い
き
か
せ
る
。

中
学
、
高
校
生
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

あ
た
っ
て
は
、
①
安
全
な
道
を
選
ん

で
や
る
、
②
無
理
の
な
い
行
路
、
③

グ
ル
葦
ブ
の
編
成
、
④
学
校
へ
の
届

出
と
行
先
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
よ
う

指
導
す
る
。

　
障
害
者
福
祉
年
金

　
の
請
求
外
部
障
害

　
は
今
月
末

　
目
が
見
え
な
い
、
耳
が
き
こ
え
な

い
、
手
足
が
な
い
と
い
う
重
い
外
部

瞳
害
者
の
福
祉
年
金
の
請
求
は
、
七

月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
一

の
で
而
忘
れ
な
く
。

　
ま
た
、
外
部
障
害
と
精
神
の
内
臓

疾
患
は
、
来
年
の
七
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

高
野
さ
ん
表
彰
さ
る

　
　
　
　
団
体
は
川
治
交
通
安
全
自
治
会

　
県
で
は
、
去
る
十
日
の
変
通
安
全

宣
言
月
で
、
交
通
安
全
の
優
良
団
体

と
、
個
人
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
が

市
関
係
で
は
、
川
治
地
区
変
通
安
全

自
治
会
、
ま
た
個
人
で
高
野
清
二
郎

さ
ん
（
十
日
町
運
送
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。お

題
は
「
花
」

　
　
　
　
昭
和
四
十
五
年
歌

　
　
　
　
会
始
の
詠
進
歌

卿
、
昭
和
四
十
五
年
歌
会
始

の
霜
題
は
「
花
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
（
注
）
古
来
、
歌
で
は
、
花
と
い

え
ば
桜
の
花
を
さ
し
ま
し
た
が
、

お
題
の
「
花
」
は
、
桜
に
限
ら
す

検察庁圏裁判所

不
起
訴

相
～

検察審査会

不
　
　
　
起
　
　
　
訴

警察

申
　
立

なっとく

できない

11名の審査員
（選挙人名簿から

くじで選ばれる）

こ
ん
な
不
満
を
も
つ
か
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を

犯
㎜
非
の
発
生

被
生
・
者

　
あ
な
た
は
こ
ん
な
場
合
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
？

　
詐
欺
、
翁
ど
し
、
変
通
串
故
な
ど

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て

く
れ
な
い
。
ー
こ
ん
な
不
満
を

も
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
う
い
う
か
た
は
、
そ
の
ま
ま

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、
検

察
審
査
舎
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
検
査
審
査
会
と
は

　
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て
、
く

じ
で
え
ら
ぱ
れ
た
民
間
人
の
代

表
者
十
一
人
の
検
察
審
査
会

一
が
検
察
官
の
し
ご
と
O
や
り

か
た
を
審
査
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　
ど
ん
な
し
ご
と
を
す
る
と
こ
ろ
か

一検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の

よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
が

お
も
な
し
ご
と
の
一
つ
で
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
そ
の
た
め
に
検

．
察
官
の
つ
く
っ
た
不
起
訴
記
録
を
調

べ
勉
り
、
必
要
に
応
じ
て
証
人
を
呼

ん
だ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実
地
見

分
な
ど
も
し
て
議
決
し
ま
す
。
そ
の

議
決
を
参
考
に
し
て
検
事
正

が
事
件
を
起
訴
す
べ
き
．
だ
と

考
え
た
と
き
は
、
起
訴
の
手

一
誓
が
と
ら
れ
ま
す
・

草
木
の
何
の
花
で
も
題
材
と
し
て

結
構
で
す
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
（
一
）
詠
進
歌
は
、
一
人
一
首
と

し
未
発
表
の
歌
で
あ
る
こ
と
。

　
（
二
）
用
紙
は
、
半
紙
を
用
い
、

毛
筆
で
自
書
の
こ
と
。
た
だ
し
海

外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙

は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も

さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
ロ

睾
黙
鞭
璽

が
代
筆
し
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合
は
、
そ

の
理
由
を
轡
い
た
別
紙
を
添
え
る

こ
と
。

　
（
四
）
書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二

つ
折
り
に
し
て
、
右
半
面
に
葡
題

と
歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏
名

（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
生
年

月
日
及
び
職
業
（
具
体
的
に
詳
し

く
）
を
轡
く
こ
と
。

（
五
）
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

し
ま
す
。

イ
、
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た

場
合

ロ
、
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ

　
た
歌
と
同
一
又
は
著
し
く
類
似

し
た
歌
で
あ
る
場
合
。

ハ
、
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
な
わ

　
れ
る
日
以
前
に
新
聞
、
雑
誌
そ

　
の
他
の
出
版
物
、
任
質
状
等
に

よ
り
表
し
た
場
合

二
、
代
筆
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
（
（
三
）
の
場
合
を
除
く
）

ホ
、
職
藁
を
、
単
に
主
婦
、
無
職

会
社
員
、
公
務
員
、
商
業
等
と
だ

け
轡
い
た
場
合

（
六
）
詠
進
の
期
間
は
、
本
年
九

月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
と

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
十

月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と

し
ま
す
。

（
七
）
郵
便
の
あ
て
先
は
「
東
京
一

都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
轡
き
添
え
る
こ
と
。
郵
便

番
号
一
〇
〇

詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

（
八
）
以
上
に
つ
い
て
疑
間
が
あ

る
時
は
、
市
役
所
市
長
公
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
早
め
に
連
絡
を

　
　
　
　
　
　
　
電
話
機
の
移
転
取
付

　
い
ま
本
町
通
り
を
は
じ
め
、
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
家
屋
の
新
改
築
が
盛

ん
で
す
。
こ
の
た
め
、
電
話
機
の
移

転
工
亭
な
ど
が
多
く
な
り
、
電
報
電

話
局
で
も
大
わ
ら
わ
で
す
。
　
「
い
ま

大
工
さ
ん
が
電
話
機
の
と
こ
ろ
を
こ

わ
し
て
い
る
か
ら
、
す
ぐ
き
て
く

れ
」
と
い
っ
た
連
絡
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
一
今
す
ぐ
に
”
と
い
わ
れ

て
も
ご
嬰
望
ど
お
り
に
伺
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
家
屋
の
新
改
築
で
電
話
機
の
移
転

工
事
を
要
す
る
と
き
は
、
そ
の
予
定

を
な
る
ぺ
く
阜
目
に
連
絡
し
て
く
だ

長寿大学で楽しむ老人

市役所も見学

さ
い
。
ま
た
電
話
機
の
取
付
工
事
に

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
引
込
線
の
バ
イ
ブ

は
も
ち
ろ
ん
、
室
内
の
配
管
を
し
て

な
い
場
合
が
あ
り
、
『
壁
の
あ
ち
こ

ち
に
冗
を
あ
け
た
』
り
『
立
派
な
柱

に
線
を
打
ち
付
け
る
』
は
め
に
な
っ

た
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
が
鉄
筋
の
建
物
の
場
合
で
す

．
と
、
電
話
機
が
取
り
付
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
新
改
築
の
設
計
の
さ
い
は
、
電
気

　
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
の
長
寿
大
学
は
、
去
月
二
十
八
日

市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
市
内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、

そ
の
他
約
三
百
人
の
老
人
男
女
が
参

加
し
、
時
局
問
題
や
、
老
後
の
安
心

立
命
な
ど
の
講
届
を
熱
心
に
聞
い
た

あ
と
、
新
し
い
市
役
所
を
見
学
し
て

有
意
義
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
、

　
な
お
同
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
本

年
度
の
事
業
と
し
て
、
茸
津
温
泉
旅

行
、
指
導
者
研
修
会
、
体
育
祭
な
ど

健
康
増
進
や
会
員
の
親
睦
を
図
る
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
の
の
ナ
　
ゆ
　
　
ほ
ぼ
　

調
醐
　
蝿
慧

県
税
の
第
一
期
納

期
は
八
月
末
ま
で

　
み
な
さ
ま
の
県
税
に
対
す
る
項
日

の
ご
協
力
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
，

す
。「
個
人
事
業
税
」

第
一
期
の
納
期
限
…
八
月
三
十
一
日

◎
納
税
通
知
轡
は
八
月
十
七
日
頃
お
・

　
手
許
に
届
く
予
定
で
す
。
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
自
主
納
税
．
．
．
．
．
．
納
期
限
内
の
完
納
『

◎
器
禦
野
塾

　
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
わ
早
目
一

　
に
も
よ
、
り
の
銀
行
、
郵
便
局
等
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
納
付
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）
一

無
申
告
映
写
会
等

　
口
掃
し
ま
し
よ
う

　
お
盆
休
暇
等
を
利
用
し
て
P
T
A

婦
人
会
、
胃
年
団
等
が
開
催
す
る
催

物
に
つ
い
て
は
例
年
の
こ
と
な
が
ら

無
申
告
開
催
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
映
画
、
演
劇
、
演
芸
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
に
開
催
の
申
告
を
し
て
変
付

受
け
た
入
場
券
ま
た
は
承
認
を
受
け

た
前
売
券
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
無
申
告
で
開
催
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
ご
協
力
く
た
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

た
ば
＝
は

市
内
で
買
い

　
　
　
ま
し
ょ
・
つ

箇めぐ　
旧
十
日
町
地
域
に
は
城
砦
跡
が

二
ヵ
所
残
っ
て
い
る
。
城
之
越

（
じ
ょ
う
の
こ
し
）
砦
と
、
中
将
岳

で
、
と
も
に
今
か
ら
六
百
余
年
前

の
南
北
朝
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
大
井
田
＋
八
城
と
よ

ぱ
れ
る
大
井
田
城
を
主
城
と
す
る

城
砦
群
の
最
南
端
の
守
り
を
堅
め

て
い
た
城
跡
で
あ
る
。

　
城
之
越
砦
と
い
う
の
は
、
勤
労

青
少
圧
ホ
ー
ム
と
職
糞
訓
練
所
の

裏
手
の
台
地
上
に
あ
り
、
愛
宕
山

公
園
と
沢
ひ
と
つ
へ
だ
て
た
南
側

の
船
首
状
の
段
丘
の
尖
端
に
あ
る

平
坦
部
が
そ
れ
で
あ
る
。

市
街
地
に
あ
ま
り
に
も
近
い
た
め

に
、
か
え
っ
て
知
る
人
は
少
い
埋

れ
た
砦
跡
で
あ
る
。

　
昔
か
ら
十
日
町
小
学
校
や
市
営

グ
ラ
ン
ド
附
近
一
帯
は
城
ヵ
丘
と

よ
ぱ
れ
、
城
砦
が
あ
っ
た
こ
と
を

し
の
ぱ
せ
て
い
る
。

　
城
の
越
砦
は
十
日
町
砦
と
も

い
わ
れ
、
台
地
の
中
段
西
側
に
は

大
殿
稲
荷
位
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り

そ
の
上
に
奥
行
き
四
十
齎
、
巾
二

十
五
層
の
長
方
形
の
平
坦
部
が

砦
の
・
、
王
部
を
な
し
て
い
る
。
そ

の
東
側
に
、
高
さ
一
・
五
麟
～
二

麿
、
長
さ
五
十
四
層
の
土
塁
と
深

い
空
壕
が
昔
の
お
も
か
げ
を
と
マ

め
て
い
る
。

　
土
塁
は
杉
林
に
お
お
わ
れ
て
い

る
た
め
、
慶
宕
山
か
ら
眺
め
た
y

け
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
空
壕

の
一
部
を
か
す
か
に
う
か
y
う
こ

と
が
で
き
る
．

　
空
壕
の
東
側
は
平
ら
な
畑
に
な

っ
て
お
り
、
か
っ
て
は
二
部
の
土

塁
や
壕
が
も
う

け
ら
れ
て
い
た

と
想
像
さ
れ
る

が
、
今
で
は
痕

跡
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
い

ま
で
に
削
平
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
此
石
は

＋
日
町
附
近
に

土
着
し
死
い
た

箇
峠
側
に
切
り
落
し
た
よ
う
な
美

し
い
断
層
面
を
露
出
し
て
い
る
印

象
深
い
山
容
で
知
ら
れ
て
い
る
．

新
田
剛
族
の

要
害

　
こ
の
頂
上
に
、
新
田
義
興
公
が

築
い
た
山
城
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
山
頂
に
は
そ
れ
ら
し

い
遺
称
も
認
め
ら
れ
な
い
し
、
義

興
公
は
本
郡
に
入
っ
て
い
な
い
の

で
、
義
興
公
築
城
説
に
は
疑
間
が

　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
十

城
之
越
砦
と
中
将
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
）
④

新
田
氏
一
族
の
要
害
城
だ
と
い
わ
あ
る
。

れ
て
い
る
が
、
城
主
や
城
の
歴
史
　
　
山
頂
平
坦
部
に
は
窪
地
が
あ
る

は
全
く
わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
の
で
、
峰
火
（
の
ろ
し
）
台
と
し

　
城
之
越
砦
か
ら
約
八
キ
ロ
ほ
ど
　
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想

東
万
　
赤
倉
の
郡
境
に
そ
び
え
る
　
像
さ
れ
る
し
、
申
将
岳
が
ら
一
段

標
局
六
八
二
麿
の
中
将
岳
は
、
八
　
さ
が
っ
た
城
ノ
平
が
山
城
の
跡
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
ろ
う
。
中
将
岳
と
い
う
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
は
、
新
田
義
貞
公
の
左
中
将
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
を
記
念
し
て
名
命
さ
れ
た
と
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ら
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
大
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
氏
の
一
族
で
、
中
条
村
の
城
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
中
条
（
ち
ゅ
う
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
）
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
の
で
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
岳
と
い
っ
て
い
た
の
が
、
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
に
か
中
将
岳
に
変
っ
た
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
ぺ
き
だ
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
杉
謙
信
時
代
に
な
る
と
、
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
山
と
六
日
町
の
坂
戸
城
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燐
火
中
継
城
と
し
て
春
日
山
城
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
峰
城
（
安
塚
町
）
ー
天
尾
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貝
野
）
ー
中
将
岳
－
坂
戸
城
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ト
上
の
拠
点
と
し
て
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
割
り
を
果
し
て
い
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
は
城
之
越
砦
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
良
暫
・
）…

一343一


